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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第５部門第２区分
【発行日】平成25年3月7日(2013.3.7)

【公表番号】特表2010-513802(P2010-513802A)
【公表日】平成22年4月30日(2010.4.30)
【年通号数】公開・登録公報2010-017
【出願番号】特願2009-541746(P2009-541746)
【国際特許分類】
   Ｆ１６Ｇ  13/04     (2006.01)
   Ｆ１６Ｇ   5/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｆ１６Ｇ  13/04    　　　　
   Ｆ１６Ｇ   5/18    　　　Ｃ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成25年1月21日(2013.1.21)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれ２つのクレードル部材（４，４′）を有するクレードル部材対偶（３）を介し
て互いに枢着された複数のリンクプレート（１，１′）を有するリンクチェーン（２２）
であって、前記クレードル部材（４，４′）が前記リンクチェーン（２２）の長手方向に
対して直交する横方向に延在していて、前記リンクプレート（１，１′）の開口（７，７
′）内に遊び（Ｓ）を保って配置されており、前記クレードル部材（４，４′）及びリン
クプレート（１，１′）に、湾曲した当接面（５，５′，６，６′）が配置されていて、
第１のクレードル部材（４）の当接面（５）が第１のリンクプレート（１）の当接面（６
）に支えられており、第２のクレードル部材（４′）の当接面（５′）が第２のリンクプ
レート（１′）の当接面（６′）に支えられており、これらの当接面に沿って、クレード
ル部材（４，４′）及びリンクプレート（１，１′）が力を伝達するために互いに当接す
るようになっており、前記クレードル部材（４，４′）に、湾曲した転動面（２３）が配
置されていて、これらの転動面（２３）に沿って、前記クレードル部材（４，４′）が力
を伝達するために互いに転動かつ／または互いに滑動するようになっている形式のものに
おいて、
　隣接する第１及び第２のリンクプレート（１，１′）の開口に対する、第２及び第１の
クレードル部材（４′，４）の前記遊び（Ｓ）の寸法が、それぞれ、０．２ｍｍよりも小
さいことを特徴とする、リンクチェーン。
【請求項２】
　前記遊び（Ｓ）が０．０５ｍｍ乃至０．１５ｍｍである、請求項１記載のリンクチェー
ン。
【請求項３】
　前記リンクプレート（１）が、リンクチェーンの長手方向に対して横方向に幅（ｂ）を
有していて、前記遊び（Ｓ）が、リンクプレート（１）の前記幅（ｂ）の１／５０乃至１
／１５である、請求項１又は２記載のリンクチェーン。
【請求項４】
　前記開口（７，７′）が、前記遊び（Ｓ）を局所的に０．０５ｍｍ乃至０．１５ｍｍに
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限定する遊び減少箇所（１０，１０′）を有している、請求項２又は３記載のリンクチェ
ーン。
【請求項５】
　前記遊び減少箇所（１０，１０′）が、前記遊び（Ｓ）を局所的に、前記リンクプレー
ト（１，１′）の幅（ｂ）の１／５０乃至１／１５に限定する、請求項２から４までのい
ずれか１項記載のリンクチェーン。
【請求項６】
　前記開口（７，７′）の内面の直角度公差が、０．０２ｍｍよりも小さい、請求項１か
ら５までのいずれか１項記載のリンクチェーン。
【請求項７】
　前記開口（７，７′）が、内方に凸状に湾曲した少なくとも３つの領域（Ａ，Ｂ，Ｃ）
を有している、請求項１から６までのいずれか１項記載のリンクチェーン。
【請求項８】
　前記クレードル部材（４，４′）が、前記リンクチェーン（２２）の長手方向に延在す
る、クレードル部材の上下方向の横断面で見て、非対称に構成されている、請求項４記載
のリンクチェーン。
【請求項９】
　請求項１から８までのいずれか１項記載のリンクチェーンを巻き掛け伝動装置に使用す
ることを特徴とする、リンクチェーンの使用法。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００６】
　この課題を解決した本発明によれば、それぞれ２つのクレードル部材を有するクレード
ル部材対偶を介して互いに枢着された複数のリンクプレートを有するリンクチェーンであ
って、前記クレードルが前記リンクチェーンの長手方向に対して直交する横方向に延在し
ていて、前記リンクプレートの開口内に遊びを保って配置されており、前記クレードル部
材及びリンクプレートに、湾曲した当接面が配置されていて、これらの当接面に沿って、
クレードル部材及びリンクプレートが力を伝達するために互いに当接するようになってお
り、前記クレードル部材に、湾曲した転動面が配置されていて、これらの転動面に沿って
、前記クレードル部材が力を伝達するために互いに転動かつ／または互いに滑動するよう
になっており、この場合、隣接する前記リンクプレートの開口に対するクレードル部材の
前記遊びの寸法が、０．２ｍｍよりも小さいことを特徴としている。特に有利には、前記
遊びは０．０５ｍｍ乃至０．１５ｍｍである。この場合、リンクチェーンとは、歯型リン
クチェーンであってもよい。また、リンクプレートが、リンクチェーンの長手方向に対し
て横方向に幅を有していて、前記遊びが、リンクプレートの幅の５０分の１（１／５０）
乃至１５分の１（１／１５）である。前記遊びが０．０５ｍｍ乃至０．１５ｍｍであって
、また前記遊びＳが、リンクプレートの幅の５０分の１（１／５０）乃至１５分の１（１
／１５）であれば、リンクチェーンの横方向振動幅が著しく減少される。本発明のリンク
チェーンの別の実施態様によれば、前記開口が、前記遊びを局所的に０．０５ｍｍ乃至０
．１５ｍｍに限定する遊び減少箇所を有している。遊びを開口若しくはクレードル部材の
輪郭全体に設ける代わりに、遊びを、小さい遊びが存在する個別の箇所によって形成して
もよい。本発明のリンクチェーンの別の有利な実施態様によれば、前記開口の内周面の直
角度公差が、０．０２ｍｍよりも小さい。本発明のリンクチェーンの別の有利な実施態様
によれば、前記開口が、内方に凸状に湾曲した少なくとも３つの領域を有している。この
場合、クレードル部材は、前記リンクチェーンの長手方向に延在する、クレードル部材の
上下方向の横断面で見て、非対称に構成されている。非対称の構成によって、クレードル
部材とチェーンリンクとの接触面の領域において圧力を効果的に導入することができる。
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【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１０】
　図１は、歯型リンクプレートとして構成されたリンクプレート１，１′の、歯型リンク
プレートチェーン２２（これ以外は示されていない）の一部を示す。歯型リンププレート
チェーンにおいては、リンクプレート１，１′が２つの歯２，２′を備えており、リンク
プレートチェーンにおいては歯２，２′が省かれている。リンクプレートチェーン２２は
、公知の形式でリンクプレート１若しくは１′を交互に重ねて配置して形成されており、
この場合、互いに隣接し合うチェーンリンクに所属するリンクプレート１，１′はそれぞ
れ、クレードル部材対偶３によって互いに結合されている。クレードル部材対偶３は、そ
れぞれ１つのクレードル部材４及びクレードル部材４′を有しており、これらのクレード
ル部材４，４′は互いに転動する。各クレードル部材対偶３は、リンクプレート１の受容
孔７内に受容されており、前記受容孔７は、当接面６を有している。図１では、クレード
ル部材４がリンクプレート１の当接面６に支えられており、クレードル部材４′は、隣接
するリンクプレート１′の当接面６′に支えられている。クレードル部材４は、湾曲して
構成された当接面５を有しており、この当接面５によって、クレードル部材４は、リンク
プレート１の当接面６に支えられている。これに対応して、クレードル部材４′は当接面
５′を有していて、この当接面５′によって、クレードル部材４′は、リンクプレート１
に隣接するリンクプレート１′の当接面６′に支えられる。当接面６に対面している、開
口７の開口面８は、隣接するリンクプレート１′に支えられているクレードル部材４′に
対してギャップ２４が形成されるように、構成されている。つまり、クレードル部材４′
は、リンクプレート１の開口７の表面に接触しない。相応のギャップは、クレードル部材
４とリンクプレート１′の開口８′の表面との間にも存在する。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　図２は、従来技術により公知の別のリンクプレート１の一部を示す。隣接するリンクプ
レート１′は示されていない。同様に、歯２に所属する、図１によるリンクプレート１の
左側の部分だけが示されている。この場合、開口８は、それぞれ開口８内に凸状に突入す
るカムＡ，Ｂ並びにＣを有している。クレードル部材対偶３のクレードル部材４は、カム
Ａに対応する凹状の狭窄部ＡＷを有しており、クレードル部材４′は、カムＢに対応する
凹状の狭窄部ＢＷを有している。狭窄部ＡＷは、リンクチェーンを折り曲げるとカムＡに
支えられ、これに対応して、リンクチェーンを折り曲げるとクレードル部材４′の狭窄部
ＢＷがカムＢに支えられ、それによって、特にリンクチェーンの戻り振動時にクレードル
部材４及び４′が強くねじられることは避けられる。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１５】
　遊びＳは、局所的な遊び減少箇所１０若しくは１０′によって減少させることができる
。つまり、開口面８若しくは８′の領域内で開口７若しくは７′が、特にリンクチェーン
の折り曲げられていない状態で、遊びの値をＳ＝０．０５乃至０．１５ｍｍに減少させる
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領域を有していることによって、減少させることができる。この場合、遊びＳは、リンク
チェーン１の幅ｂのほぼ５０分の１（１／５０）乃至１５分の１（１／１５）であって、
リンクチェーン１の幅ｂは、図４並びに図５に示されているように、リンクチェーンを平
面図で見て、リンクプレートの横方向で測定した幅である。
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